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目 的
 近年にむける肺癌の急激な増加に伴い肺癌発生の内因性並びに外因性因子の研究が活機に夢こ
 なわれ,その一環として肺癌の組織発生に関する研究も数多くみられるが,今日まだ未解決の点
 が多い。従来肺癌の組織発生に関する研究は,資料として肺癌剖検肺または切除肺を用いて卦こ
 なわれたが.かかる進行した肺癌ではその発生母地を決定することは極めて困難ないし不可能で
 あった。肺癌の組織発生の研究を沿こなうためには非肺癌切除肺または非肺疾患剖検肺の気道粘
 膜上皮を組織学的に検索し,偶然に発見される微小肺癌,あるいは癌発生以前の気道粘膜上皮組
 織の動態を探求することがこれを解明する上に沿いて有力な手懸りとなるであろうと考えて,肺
 癌切除肺およびその対照として肺結核切除肺および非肺疾患剖検肺の気道粘膜上皮組織の組織学
 的検索を壽こない.両者を比較検討して肺癌の組織発生を解明しようと試みた。
 研究材料および方法
 肺癌切除肺41例から146ケ所,肺結核切除肺54例から104ケ所むよび非肺疾患剖検肺
 19例から95ケ所.合計"4例から545ケ所の気道粘膜上皮組織を採取した。標本採取部
 位は腫瘍発生の気管支部位別差異を検討するため各区域気管支で外的刺戟を最も受け易いと考え
 1十2
 られる分岐部とし,右腕ではB2,B4,B5,B7冷よびBloの分岐部,左腕ではB,B4,B6,
 B%よびBloの分岐部を選び,気道粘膜上皮の盃細胞の増生,基底細胞の増生,扁平上皮化生,
 異型細胞の出現むよび粘液腺道管上皮組織の増生等を目標に組織学的検索を卦こなった。
研 究 成 績
 {n盃細胞の増生頻度は,各群の間に有意な差異はなく,肺癌群,肺結核群かよび非肺疾患群に
 沿いてそれぞれ22拓,28%かよび27%でらほぼ同率であった。12)基底細胞の増生頻度は
 肺癌群・肺結核群および非肺疾患群に赴いてそれぞれ6コ%・48%むよび36%で・肺癌群に
 潜いて貴も高かったが,他の2群にかいても可成高率に認められた。㈲扁平上皮化生は,全検
 査気管支数の14%に認められたが,これを各疾患群別にみると,肺癌群では25%,肺結核群
 では10妬に認められたが,非肺疾患群にかいてはわずか1%に認められたのみであった。萸ら
 に,扁平上皮化生を,(の定型的,(b、非定型的沿よぴIG}異型性を伴うものの5群に分けて検討する
 と,それぞれ10ケ所,29ケ所かよび10ケ所に認められ,非定型的のものが最も高率に認め
 られたが,異型性を伴う10ケ所中8ケ所は肺癌群にみられ,残り2ケ所は肺結核群に認められ
 た。(4)異型細胞は,全検査気管支数545ケ所中15ケ所に認められ,これを各疾患群別にみ
 ると,肺癌群では15ケ所(9%)に認められ,特に多く,肺結核群でも2ヶ所(2%)に認め
 られたが,非肺疾患群では全く熟められなかった。更らに,異型細胞の出現を,気管支部位別に
 み・ると,15ケ所中B2およびB6にそれぞれ8ケ所卦よび4ヶ所に認められ,これら両部位に
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 特に多く認められた。(5)気管支粘液腺導管上皮組織の増生頻度は.肺癌群,肺結核群鳥よび非
 肺疾患群に沿いてそれぞれ54砺.56%かよび52協に認められ,気道粘膜上皮にかける基底
 細胞の増生率とほぼ同様な態度がみられた。
考 按
 肺癌の組織発生は,今日重要な研究課題の一つとして,多くの学者によって研究が続けら塾て
 いるが,まだ未解決の点が多い。然し気道粘膜に癌が発生する場合,正常な粘膜上皮が直ちに癌
 化するということは考えられず,癌が発生するまでの過程に沿いて気道粘膜上皮に種々な段階の
 所謂前癌性変化があらわれるであろうということは想像に難くたい。一方,肺癌症例の気道粘膜
 上皮の組織学的検査によって種々な異常所見が認められるが,これらは非肺癌症例に比して肺癌
 症例に比較的多く認められる所見と肺癌症例のみに特異的に認められる所見とがある。これら肺
 癌症例の気道粘膜上皮組織にみられる異常所見は,(D癌が発生する以前から存在していたものか
 {2)癌と共に発生したものか,{31癌発生後に発生したものか,あるいは〔4)癌発生とは無関係に偶然
 に存在しているもφかは問題があるところである。著者は肺癌症例の気道粘膜上皮を組織学的に
 検索し,これと非肺癌症例の所見とを比較検討して基底細胞の増生,扁平上皮化生むよび粘液腺.
 .導管上皮組織の増生は,肺癌群で比較的高率に認められたが・非肺癌群においても可成りの頻度
 に認められた。然し粘膜上皮内の異型細胞の出現は,肺結核群にかいても2%に認められたが,
 肺癌群に沿いて特に高率に認められた。勿論この所見を以て必ずしも前癌状態と断ずるごとは出
 来ないとしても,所謂前癌性変化と言われるものが,このような粘膜上皮の異型的増生の組織像
 のあるものに求められるべきであろうと考えられた。
結 論
 肺癌の組織発生に関する研究を行うために,肺癌41例,肺結核54例冷よび非肺疾患19例
 から気道粘膜上皮345ケ所を採取して組織学的に比較検討を冷こない,次の成績を得た。
 `賜鵬●症例の気道粘膜上皮にかいては基底細胞の増生,扁平上皮化生冷よび粘液導管上皮組織
 の増生等の出現頻度が高く,就中異型細胞の出現頻度は肺癌症例に特異的に高かった。
 {2}切除した微小肺癌の1例に沿いて粘液腺導管入口部に,〃Careinoma.一in-8itu〃の
 像を認めた。
 {3}肺癌症例に特異的な所見である粘膜上皮の異型増生は,肺癌の組織発生を形態学的に研究す
 る上に有力な手懸りになるものと考えられた。
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 …審査結果の要旨
 肺癌の組織発生に関しては,・古ぐから多くの学者によって研究されてきたが,今日まだ未解決の
 点が多い。肺癌の組織発生に関する従来の研究資料は,主として剖検による進行期ないし末期肺癌
 であったために肺癌の初期像を窺い知ることができないことが多かった。肺幾の組織発生を知るた
 めには,他肺疾患で切除した肺,または剖検例において偶然に発見した微小肺癌について組織学
 的研究をかこなうか,あるいは更らに遡って癌発生以前に沿ける気道粘膜上皮組織の増生像を組織'
 学的に検討することが必要である。著者は,この点に着目して肺癌切除肺41例の気道粘膜上皮組織
 を組織学的に詳細に検索すると共に対照として肺結核切除肺54例沿よぴ非肺疾患剖検肺19例を
 とりあげ,気道粘膜上皮組織にむける盃細胞の増生,基底細胞の増生,扁平上皮化生の発生,異型
 細胞の出現沿よぴ粘液腺導管上皮組織の増生の有無並びにその程度を目標に両省の比較検討を試み
 肺癌群に沿いては非肺癌群に比して気道粘膜上皮組織にかける慕底細胞の増生,扁平上皮化生の発
 生頻度が比較的高ぐ,就中異型細胞の出頭頻度が肺繍の上葉後区域気管支(恥)澄よぴ下葉上区
 域気管す(B5)に特に高ぐ、而も上記所見は肺癌の発生頻度が高い4rl～50才台の男性に多ぐ認
 めたが,これらは臨床的事実と良ぐ合致する。
 更らに著者は切除した微小肺獅の1症例(47才,男子)に沿いて原発部位から距つた気管支の粘
 膜上皮にe捉eiIIoη」ains辻uの所鼻を鼻出し・肺癌症例の気道粘膜上皮組継にかける基底
 細胞の増生,異型性を伴った非定型.的扁平上皮化生の発生,異型細胞の出現沿よrκOareilloユ丁』a
 in$i七u等の一連の昇型増生像は,肺癌の組織発生を形態的に追求する上に沿いて一つの有力
 な手懸りを得たと述べ,寄た各稀肺疾癬の気道粘膜上皮に沿ける化生恋いし増生像は,諸家の報告・・
 にみられる如く,多分化能を有する基底細胞の増生に起因していることを認め,これらのうち異型
 増生像のあるものにいわゆる前癌件.変化を求めるべきであるとして,肺癌の組織発生の問顯解決に
 は,肺癌症例および非肺撫症例にむける気道粘膜上皮組織.を一層詳細に検討する必要件を強調して
 いる。
 また,こ』十数年来問題にされている喫煙慣習と肺癌発生との関係については,まだ検索例数が'
 少友勃・つたこと,むよび癌の発生を一元的に結論することは難しいこと等を理由に慎重左態度を示
 しながらも肺甥症例に比較的高率に認められた気管支粘膜上皮の化生ないし増生像の発生頻度が非
 喫煙者に比して喫煙.慣習を有する省に沿いて若干高かったことから喫煙慣習が肺癌発生の一因をな
 していることを灰かしている。
 本研究は,肺癌症例並びに非朧症例の気管支粘膜上皮について畑発生以前の所見を捉え,且つ
 微寸・肺紬症例の気道粘膜にCareOnOnainsituの所見を見出し,気道粘膜上皮にむける糖
 化禍程の一端を鼻らかにし,肺癌の組織発生の解明に一つの有力な手懸りを与えたものであり,学
 位論文としての価値があるものと認める。
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